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「芭蕉紙生誕300年展」開催の報告

企画展開催の目的

1, 2012年頃、かつて琉球王朝時代の公文書に使われた芭蕉紙(古文書)の修復用の製

作依頼を県内の2力所の修復工房から受けたが、当時、当工房で漉いていた芭蕉紙と

古文書の修復用の紙は全く紙質が異なり、戸惑いながら試作を重ねた。修復方法の違

いにより納品形態も異なり、 M工房の注文には応じられたが、S工房の要望には当時

十分に対応することが出来なかった。以来、古文書の修復用の芭蕉紙の製作を念頭に

日々努力を重ねてきた。これらの資料をまとめ展示発表をする。

具体的には、イトバショウの栽培から、倒し時の判断、輪層部分による差異、バサ

ケーの処理の仕方、灰汁の加減、炊き方、漉き方、紙の色調など様々な要素を組み合

わせ、様々な芭蕉紙が出来る事を提示する。

2, 1717年に沖縄で初めて作られた芭蕉紙。 2017年は芭蕉紙生誕300年の節目の年。

あらためて、多くの人々に芭蕉紙について知ってもらう。

3,芭蕉紙抄造に使われた材料が示されている八重山「紙漉方並茶園方例帳」1854年、

この中で書かれている'ひんかつら'に割目し、従来の通説(ネリとして使われたと思わ

れるが、植物は特定できない)とは異なる仮説('ひんかつら'はネリではなくイトバシ

ヨウと同じように繊維材料として用いられた植物でへクソカズラでない力→を立て八

重山地方で漉かれていた芭蕉紙を復元する。(追加項目)

展示概要

期日

開催場所

展示内容

2018年1月13日から 1月21日(旧暦では 2017年) 1月17日休館

南風原町立南風原文化センター

1 芭蕉紙の歴史年表

2 イトバショウの輪層毎に紙を漉き分け、色の異なりを展示

3 イトバショウの断面を示し、芭蕉紙に使われる部分を表示

4 芭蕉繊維の配合(引きカス、紡いだ残糸、筋の取り具合など)を組み合わ

せ様々な紙が出来る事を展示

5 製作工程の説明

6 'ひんかつら'がへクソカズラではないかという仮説を立て、実際に漉いた

紙を展示

7 染織工房バナナネシアの作品の展示、販売



展示会開催効果

芭蕉紙を初めて知った人が多くいた

画家、書家、歴史学者などの専門家の方々に芭蕉紙に興味を持って頂いた

県内の紙修復工房から古文書修復用の製作依頼があった。

反省

開催日時や開催場所が急邊決まり、告知が十分でなかった

芭蕉紙の古文書修復に関わる行政機関の専門家の方々に観て頂けなかった

仮説に対する専門家のコメントがもらえなかった

展示会の写真







展
雲
て
は
へ
ク
ソ
カ
ズ
ラ

を
加
え
六
修
品
の
ほ
か
、

布
や
の
は
が
き
な

い
て
い
る
さ
ん
は
璽

に
す
い
て
作
ヌ
粧
を
見
て

ほ
し
い
。
澪
、
紙
そ
の
も

の
も
知
っ
て
も
ら
え
た
長
棄

ぴ
浮
て
い
る
。

ノ
:
゛
訟

戸
'
'

ら
、
王
国
時
代
の
紙
の
研
究
を
始

め
た
.

1

健
、

、

.
叉

、

、
、
,

゛

.
一゛

.

λ
、
゛
、
气

1
.

、
、

、

『

"

'

.
.
'

・
:
推
す
る
一
,

0
年
で

展示会新聞記事

才怠 タイム久

人,
i^

左紙
、、^ 琉南

原球
国
の

年
、

21
日 墨.

盟置

で現
ιこ
'王

時
代
の
文

な
ど
を

昔3
、

..

彰讐

、

20t9昇 1酉1ξ日碕)
し、 代工

昔:独讓る呈麦 房 .

、
一コ

王む61 ・才一
国 研 が ナ

髮靈樂籍でま ネ ^

ι_で成 2シ 帰
化 0 基/ー゜果 0ア

/入を

妄趣嘉鞭,
「

無表 名
の 1 'ーしを公で

芭 、力ξブ、、

。Ξ 1た覇
ウ 1こ

)武ゾ伴
時 し士年なし、

ι一'工

製

処巴、歪農「コ 造

鄭弓1籍
の の え

よ

.゛.

.1

つ湿U
0

こし

感
触

、て

゜防
虫
効

..゛
^.

畢^

'气、
、伽トイ

島'

隹

、一



南
原
町
で

「
芭
蕉
」
展

召
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー

【
盟
鰹
襲
王
露
代

の
古
文
に
隻
れ
て
い
た
芭

幕
の
兀
に
取
1
色

工
房
パ
ナ
ナ
ネ
シ
ア
(
今
帰
仁

尅
が
穫
す
る
「
暴
生

誕
3
0
0
年
展
」
が
昔
、
南

風
原
町
の
南
風
嬰
化
セ
ン
タ

ー
で
始
ま
っ
た
。
バ
ナ
ナ
ネ
シ

ア
の
福
寮
宏
さ
ん
が
研
突

製
化
た
さ
ま
ざ
療

や
慕
、
、
に
展
誓

れ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
芭

紙
を
使
っ
た
商
品
の
駆
冗
も
あ

る
。
入
場
無
料
。
錐
日
ま
で
(
水

曜
休
聾

仲
縄
て
泉
初
に
芭
莅
粧
が
作

ら
れ
た
の
は
、
巽
に
ょ
る
と

展
示
で
峡
暴
の
載

が
記
さ
れ
た
支
5
4
年
の
古

文
書
に
か
れ
た
「
ひ
ん
か
つ

ら
」
と
い
う
甥
に

゛

さ
ん
は
、
ハ

冒
ン
フ
サ
リ
イ
カ
ズ
ラ
ー
」

丘
れ
る
へ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
が

「
ひ
ん
か
つ
良
で
は
な
い
か

と
の
仮
豊
て
、

ヘ

ク
ソ
カ
ズ
ラ
璽
か

を
製
作
し
、
展
尓
し
て
い
る
。

さ
住
「
暴
に
つ

い
て
ぜ
多
く
の
人
に
知
っ
てぴ

も
ら
い
た
い
」

掛
け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

さ
ん
台
0
9
0
 
(
9
5
6

4
)
 
4
6
7
ー
。

亘
二
、
一
゛
一
土
、
告
一
(
)
t
1

ヘ
ク
ソ
カ
ス
ラ

作
っ
琵

を
手
に

さ
ん
・

置
 
1
襄
ン
タ
ー

ー
フ
ー
フ
年
そ
れ
ま
て
男

れ
て
い
た
紙
の
原
料
不
足
と
、

一
護
で
の
要
が
増
え
た
こ
と

な
ど
盲
に
、
 
4
人
の
下
級

士
祭
盟
し
た
ぎ
れ
る



区憂憂〕毎

C^染織工房バナナネシア
1992年より芭蕉布、 2001年から芭蕉紙、紅型を製造。
芭蕉布の製造技術の継承、及び紅型や芭蕉紙作りの体験等
を通じ地域に根付いた物作りを目指し、沖縄の工芸発展に
努めている。
当工房の芭蕉紙は、芭蕉布の製造工程から得られる製紙原
料を使用した、繊維の多い芭蕉100%の紙である。
約6年前、かつて琉球王府時代の公文書に使われていた古
文書修復用の芭蕉紙の製作依頼を受け、以来、当時の芭蕉
紙復兀を念頭に日々努力を重ねている。

<連絡先>住所:沖縄県今帰仁村字謝名6釘3
電話:0909564-4671 福島泰宏
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開催 南風原町立

南風原文化センター場所

当工房が製作するオリジナル芭蕉紙を使った商品の展示、販売も同時開催

協力:南風原町立南風原文化センター助成財団:(公財団)おきぎんふるさと振興基金
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